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1. はじめに 
システム開発の初期段階でユーザの要求を獲

得するために，インタラクティブシステムの一

部を具体的に表現したプロトタイプが使用され

る[1]．プロトタイプは，忠実度の低い Low-

Fidelity(Lo-Fi)プロトタイプと忠実度の高い

Hi-Fidelity(Hi-Fi)プロトタイプの 2 つに分類

できる[2]．前者には画面イメージを紙にスケッ

チしたプロトタイプなどが該当し，後者には

Visual Basic などでユーザの操作に対する応答

が準備されたプロトタイプなどが該当する．文

献[2]では要求が確定するまでは Lo-Fi プロトタ

イプを使用し，要求が確定した後は Hi-Fi プロ

トタイプを使用するべきだと主張している． 

本稿ではこれらの主張の問題点を指摘し，そ

れを解決する手法を提案する．そして，開発し

た支援システム Lo-Fi Scriptwriter の評価を行

う． 

 

2. プロトタイプ法 
2.1. 従来研究の問題点 
文献[2]で主張されているプロトタイプの作成

法には問題点が２つある． 

第１に再利用性を考慮していない点である．

通常，システム開発では作成コストを低くする

ために既存システムを再利用する．そして，こ

れらにスケッチなどで表現した改善アイディア

を付け加えることでプロトタイプを作成する．

文献[2]ではこのような既存システムの流用とス

ケッチの併用について考慮していない． 

第２にメディアの多様性を考慮していない点

である．プロトタイプ作成に既存システムを流

用する場合，流用する対象によってメディアが

異なる．キオスク端末を例に挙げると，タッチ

パネルなどのハードウェアや，内部で動作する

ソフトウェア，新アイディアのスケッチなど

様々なメディアが存在する．文献[2]ではこれら

多様なメディアを組み合わせる方法を考慮して

いない． 

 

 

 

 

 

2.2. 動画像とスケッチによるプロトタイプ法 
本研究では，これらの問題点を解決するため

に，動画像とスケッチによるプロトタイプ法を

提案する．この手法では，既存システムを使用

する様子をカメラで撮影し，動画像として流用

する．そして，撮影した動画像の上に新しいア

イディアのスケッチを書き込むことで，新シス

テムのプロトタイプを作成する． 

提案手法は，撮影した動画像を新システムの

プロトタイプ作成に流用することによって，再

利用性を考慮していないという従来研究の問題

点を解決する．また，流用する対象を全てカメ

ラで撮影して動画像形式に統一することで，メ

ディアの多様性を考慮していないという問題点

を解決する． 

加えて，新アイディアをプロトタイプに追加

する場合は，その具体的なイメージを動画像の

上にスケッチで書き込む．プロトタイプの大部

分は既存システムの流用で準備できているため，

差分のみを少ないコストで作成することができ

る． 

 

3. 支援システム：Lo-Fi Scriptwriter 
動画像とスケッチによるプロトタイプ法の実

施を支援するシステム Lo-Fi Scriptwriter（以

下，LFS と略記）を開発した．LFS はカメラが接

続された Tablet PC とその上で実行されるソフ

トウェアで構成される． 

LFS は提案手法の実施を支援するために３つの

機能をもつ．第１にカメラで撮影した動画像を

直ちに利用できる機能である．これにより，既

存システムを操作する様子を撮影して，プロト

タイプ作成に流用する作業が容易になる．第２

に動画像の上にペンでスケッチを描ける機能で

ある．これにより，流用した動画像に新しいア

イディアや注釈をスケッチで付け加えることが

できる．第３に動画像内の各シーンをカードと

して扱える機能である．これにより，類似する

アイディアを分類して収束させるといった分析

作業が可能になる． 

次に，LFS によるプロトタイプ作成手順をホテ

ルの Web 設計を例に説明する． 

まず，図２(a)のように旧 Web サイトや参考

Web サイトをユーザに操作してもらい，問題点や 
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図２．LFS の使用方法 
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図３．作成されたプロトタイプの例 

改善案を実演しながら説明してもらう．そして，

その様子を LFS で撮影する．実演を撮影してい

る間，カメラマンは，内容が変わる毎に「シー

ン区切りボタン」を押して，シーンの開始時間

と終了時間を指定する．撮影が終了すると図２

(b)のように各シーンに対応したカードが自動的

に作成される．このカードに新しい改善アイデ

ィアや注釈をペンで書き込むことで新しいプロ

トタイプを作成する． 

まとまった数のプロトタイプを作成したら，

内容が類似するカードをグループ化する．各グ

ループにラベルをつけることでアイディアを収

束させる．以上の作業が終了した後の LFS の画

面が図３(a)である． 

この例では最終的に２つのプロトタイプが作

成された．図３(b)は縮尺を変更できる地図サイ

トを参考に，交通アクセスページの改善案を提

案している例である．また，図３(c)は旧サイト

にある地図の表現が分かりにくいため，大手地

図サイトをページに組み込むことを提案してい

る例である． 

 

4. 利用評価 
4.1. 評価実験と結果 
実際のプロトタイプ作成作業における LFS の

有効性を評価するために評価実験を行った．具

体的には 12 人の被験者に 2 種類の手法（紙とペ

ンを使った手法と LFS を使った手法）で携帯型

ビデオプレーヤーのプロトタイプを作成しても

らった． 

被験者は 3 人１組でプロトタイプ作成作業を

行う．議論テーマと作業方法に関する説明を行

った後，紙にペンでスケッチする手法で 1 時間，

LFS を使った手法で 1 時間，プロトタイプ作成作

業を行ってもらった． 

実験終了後，表 1 に示したアンケートに 5 か

ら１の評点(5:非常にそう思う, …, 1:まったく

思わない)で回答してもらった． 

表１．アンケートの質問項目 
１ プロトタイピングの進行について 

1-1 全体的なコンセプトの議論に集中できましたと思いますか? 

1-2 自分のコンセプトを他の参加者に伝えることができましたと思いますか?

1-3 他の参加者が提案したコンセプトを十分理解できましたと思いますか? 

1-4 斬新で有用なコンセプトを生み出すことができたと思いますか？ 

２ 使用した道具について 

2-1 プロトタイプの作成にかかる時間が負担になっていたと思いますか? 

2-2 プロトタイプの作成にかかる労力が負担になっていたと思いますか? 

2-3
自分が説明したいインタラクションを十分表現するプロトタイプを 

作成できたと思いますか? 

2-4 プロトタイプの作成に使用した道具は使いやすいと思いますか? 

表 2 に各質問項目の評点の平均値と標準偏差

をまとめた．t 検定を行った結果，質問項目 2-3

の平均値のみ水準間に優位な差が見られた

（t(11)=6.12715, p<.01）． 

表２．アンケート評点の平均値（標準偏差） 
質問項目 1-1 1-2 1-3 1-4 2-1 2-2 2-3 2-4

紙とペン
4.0８

(0.67)

4.25

(0.45)

4.08

(0.79)

3.83 

(0.94) 

3.00 

(1.21) 

3.25 

(1.22) 

2.50

(0.90)

3.75

(0.62)

LFS 
4.00

(0.74)

4.33

(0.49)

4.50

(0.52)

4.00 

(1.04) 

3.83 

(0.58) 

3.42 

(0.67) 

4.42

(0.51)

3.50

(1.00)

 
4.2. 考察 
予想されたとおり，LFS は動画像を利用するこ

とができるため，紙とペンに比べて十分なイン

タラクションを表現できた．作業コストにかか

わる質問(2-1 と 2-2)についても，LFS にはカメ

ラ撮影などの特殊な作業があるにもかかわらず，

紙とペンの作業コストと比べて違いがないと認

識されていることが明らかになった． 
 
5. おわりに 
従来研究のプロトタイプ法がもつ問題点を解

決するため，動画像とスケッチによるプロトタ

イプ法を提案し，提案手法の作業を支援する Lo-

Fi Scriptwriter を開発した．評価実験の結果，

Lo-Fi Scriptwriter はインタラクション性の高

いプロトタイプを，紙とペンと同程度のコスト

で作成できることが示された． 
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